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今年新しく社会主として

出発する市内の成人者 891

名を、祝いはけますための

成人式が1月15日午前10時

から中央公民舘で盛大に行

在われました 3

この 日は引から灯X気に

恵まれ.成人の日 を辿えた

喜びと希望に胸ふくらませ

た成人者約100名が参加し

ました。

大村市長の式辞のあと、

長崎県知事代理、 津田市会

議長、高松県議の祝辞があ

れ成人代表として溝上雄

宏君と長崎国子さんから社

会人として認められた責任

と決意がのべられました。

このあと元長大学長古屋

野広平氏の記念講演、レク

レーシヨシとして、マシド

9 y、ギター合奏、大村民

踊協会のオ Pンピック音頭

なεがあって成人者を祝い

ました。

午後 2時からは市長を囲

んで「新成人者座談会」を

聞きました。

い門出を祝福新し
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自
衛
隊
員
募
集

l
ニ
等
陸
海
空
士

l

採
用
予
定
人
員

陸

士

一

八

四

名

海

士

三

六

名

空

士

四

四

名

受
付

二
月
末
日
ま
で
各
市
町
村

役
場
、
自
衛
隊
長
崎
地
方
連

絡
部
及
び
各
分
駐
所
で
受
け

-ii!成
人
さ
れ
た
み
な
さ
ん

!
i
!
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付
け
ま
す
。

応
募
資
格

一

国

民

牛

金

に

加

入

し

ま

し

ょ

う

入

隊

時

三

月

、

二

月

、

=
一
月
〉
に
お
い
て
十
八
才
以

一
二
十
才
は
人
生
の
一
つ
の
区
と
な
ら
な
け
れ
は
な
ら
な
い
上
二
十
五
才
未
満
の
男
子
で

一
切
b
で
、
社
会
人
と
し
て
の
権

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。

学

歴

は

中

学

卒

業

以

上

~
利
や
義
務
も
発
生
し
実
社
会

へ
老
令
は
誰
に
も
必
ら
や
て
や
っ
音
楽
隊
要
員
も
集
募

一
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
シ
と
な
る
年
き
ま
す
。
ま
た
生
活
の
安
定
陸
上
自
衛
隊
で
は
オ

y
v

一
令
で
す
。
そ
の
義
務
の
?
と
つ
損
う
事
故
な
ど
は
予
測
す
る
ピ
ッ
ク
を
ひ
か
え
、
音
楽
隊

~

に

国

民

年

金

の

届

出

が

あ

り

ま

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

要

員

を

二

等
陸
士
に
準
じ
て

一

す

。

国

民

年

金

は

こ

う

し

た

老

令

、

募

集

し

て

い

ま

す

。

一
社
会
保
障
制
度
の
一
つ
の
柱
で

廃
疾
、
死
亡
と
い
っ
た
場
合
』

受

付

は

一

月

二

十

日

一
あ
る
国
民
年
金
制
度
に
加
入
し
生
活
の
支
え
と
在
る
の
で
す
。
一
入
隊
:
:
;
三
月
下
句

一
将
来
に
備
え

τ保
険
料
を
拠
出
治
互
に
み
や
J

か
ら
の
手
で
、
で
…

一
し
合
う
こ
と
が
社
会
的
危
義
務

き
る
だ
け
の
備
え
を
し
て
も
す
¥
一

…
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
こ
と
が
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
ん

-

二

十

才

に

達

し

た

人

で

会

社

で

す

。

一

工
場
、
官
公
庁
な
ど
の
、
厚
生
該
当
者
の
方
は
最
寄
b
の
出
張
一

年
金
や
共
演
組
合
な
ど
の
年
金
所
か
市
福
祉
事
務
所
で
手
続
を

一

制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
一

か

な

ら

ず

国

民

年

金

の

加

入

者

一

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
選
手

.
審
判
員
・
検
査
員
を
募

集
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
事
業
課

か
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

『

tv

人口 55.505 
{男 26.564
女 28.941

世帯数 1Z.324 
転入 308 出生
転出 371 死亡



マ
日
程

一
月
三
十
八
日

午
後
四
時

五
分
大
村
空
港
御
着

同

四

時
十
二
分
御

出
発
長
崎
市
へ

一
月
三
十
け

長
崎
か
ら
午
前

十
時
冗
十
分
大
村
主
港
御
着

ベ
ル
ギ
ー
国
王
と
王
妃
が
国

左
希
歓
送
迎
場
所
附
近
の
方

十

一
時
御
出
発

賓
と
し
て
来
日
さ
れ
、

一
月
こ

に
は
ベ

ル
ギ
ー
国
旗
と
日

の
丸

マ
歓
送
迎
の
場
所
お
よ
び
時
刻

十
八
日

に
は
大
村
空
港
に

最
着

の

紙
旗
を
町
務
連
絡
委
員
を
通

市
立
病
院
前
附
訂

き
に
左
h
y

長
崎
市

へ
向
わ
れ
る

じ
配
付
い
た
し
ま

す

。

東

7

浦
楠
附
占

こ
と
に、な

っ
て
い
ま
す。

お
召
車
は
先
頭
か
ら
三
綱
目

大
村
公
園
入
口
附
む

市
内
ご
通
過
と
歓
送
迎
の
場
所

が
国
王
、

'四
刺
目
が
王
妃
と
な

二
本
松
停
留
所
川
辺

は
つ
ぎ
の
と
お
b
と
な
っ
て

沿

っ

て
お
り
、
国
王
と
王
妃
は
進

一
月
三
十
八
日
は
午
後
四
時

b
ま
す
の
で
市
民
み
な
さ
ん
の
行
方
向
に
向

っ
て
右
側
に
ご
乗

十
五
分
か
ら
二
十
天
分
ご
ろ

歓
送
迎
を
希
望
い
た
し
ま
す

。

車

に
在
っ

て
お
ら
れ
ま
す。

一
月
三
十
日
は
午
前
十
時
一一一
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-
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り大 村 市 政 だ よ

J、ミ、
市内一斉にネズ:を取ろう

「くすり Jは無償でくばります ル
ギ

l
国
王
と
王
妃

一
月
二
十
八
日

大
村
空
港
に
つ
か
れ
ま
す

v 
p 両十
や 天 分
め の か
ま場ら
す合図
。の十

歓 分
送 ご
迎ろ
は
と

寵轟轟輔
陸上自衛隊では 1月中の実弾射撃

をつぎの とおり行ないます。

実施場所=池田射撃場

実施日程=1目、 3日-8目、

12目、zz目、24日-29日

【
変
更
と
訂
正
一

一
月
一
一
十
九
日
、
竹
松
出
張

一
月
十
日
の
市
政
だ
よ

b
の
所
の
時
聞
を
午
前
十
時
か
ら

結
核
の
予
防
接
種
目
程
を
つ
十
一

時
半
ま
で
。
同
じ
日
付

ぎ
の
と
治
り
変
更

し

ま

す

。

の

市

政
だ
よ
り
の
遺
族
援
護

一
月
二
十
三
日
の
ツ
反
応

検

法

の

改
正
の
中
に
②
の

査
と
B
C
G
の
接
種
を
中
央
制
宣
撫
工
作
な
ど
に
従
事
し
た

公
民
館
で
行
な
う
予
定
で

し

中
華
民
国
新
民
社
の
職
員。

た
が
大
村
保
健
所
に

。

を

追
加。

朗

岩
崎
静

夫

林

田
秀
夫

田
中
隆
二

小
川
一

平
石

正
博

山

口
一一貝

高
瀬
富
夫

田
淵
正
勝

山
口
悦
見

井

上
清

富

崎
義
次

朝
長
安

雄

塩

谷

昇

一

釜
原
清
見

六
山
利
雄

田
川
久

人

松

無

火

災

分

団

尾
康
美

宮

田

一

永

島
雪

示
二
分

団

才

十
三
分
団

夫

川
原
末
男

富
安
忠
雄

内
田
勝
俊

一
瀬
定
雄

川

退

団
者
感

謝

状

添
作
太
郎

富
浦

松

行

甲

中

隆
二

富

崎
義
次

回
島
初
吉

小
川

一

朝
長
安
雄

蔭

山
重
夫

平
石
正
博

塩
谷
昇

一

今

村
秋
夫

山

u
貢

釜
平
清

見

佐
藤
朗

高
瀬
富
夫

六
山
利
雄

岩

崎
静
夫

田

淵
正
勝

田

川

久
人

林
田
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市
で
は
一

月
二
十
五
日
か
ら
て
く
だ
さ
い
。

物
陰
で
簡
単
に
発
見
し
や
す

一

一一一日
間
、
市
内

一
斉
に
ネ
ズ
ミ

①
駆
除
を
実
施
す
る
前
日
ま
で

い

場
所
に
治
く
。

一

の
駆
除
を
行
な
い
ま
す。

に
流
し
場
や
、
炊
事
場
附
近

④
ね
ず
が
は
非
常
に
利
口

で
敏

一

薬
済
は
硫
酸
タ
リ
ワ
ム
製
剤
を

の

ネ

ズ

ミ

の

食

糧
と
な
る
も

感
で
す
か
ら、

薬
剤
に
人
間
一

使
う
こ
と
に
し
、
一
世
帯
に

一

の
を
完
全
に
取
除
き
、

食

物

の

臭
が
つ

く
と
食
べ
ま
せ
ん
一

五
グ
ラ
ム
を
町
務
連
絡
委
員
を

を
ネ
ス
ミ
に
取
ら

れ

な

い

よ

の

で
直
接
手
指
で
ふ
れ
な
い
一

通
じ
て
無
償
で
配
付
し

ま

す

。

ぅ

整
理
す
る

。

よ

う

に

す
る

こ

と

。

一

こ
の
一

斉
駆
除
の
効
果
を
よ

b
②
ネ
ズ
ミ
の
出
入
口
を
防
ぎ
、

⑤

人
蓄
に
対
す
る
安
全
度
は
高

一

大
き
く
す
る
た
め
に
つ
ぎ
の
こ
住
み
に
く
い
よ
う
に
す
る
。

い
の
で
す
が
、
多
量
に
誤
食

-

と
を
よ
く
守
っ
て
慎
重
に
行
な
③
五
-
な
い
し
十
粒
程

度

を

そ

の

す

る
と
中
毒
す
る
の
で
、
子
一

い

ま

し

ょ

う

。

ま

ま
か
チ
リ
紙
・
な
ど
に
ヒ

ネ

供
達
か
届
か
・
泣
い
所
に
置
く
一

駆
除
は
市
内
一
斉
に
実
施
し

在

っ

て

、

平
常
食
物
を
あ
さ
り
よ
ろ
に
し
、

保
管
に
も
十
分

一
優
良
消
防
団
員

け
れ
ば
効
果
が
あ
り
ま
せ

ん

の

に

来
る
場
所
附
近
か
ね
歩
み

注
意
し

て

く

だ

さ

い

。

-

で
さ
モ
い
合
せ
て
ぜ
ひ
実
行

し

の

通
路
か
ら
少
し
は
な
れ

た

一

日から 3日25 ， ， 

i ・

〔
市
長
表
彰
〕

和
田
清
見

石
本

悟

竹

村

勇

山
本
健
吾

岩
松
静
人

井
本
文
夫

尾

上
宏
見

小

三
郎

佐

々
木
敏
雄

満
野

春
男

朽
附

弘

山

本
満
男

坂
上
貞
夫

坂
本
栄
治

福

地
充

佐

藤
好

男

平

山
勝

則

末

岡
渉

田
中
常

一

宮
本
幸
次
郎

岳
田
達
雄
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秀

夫

山

口

悦

見

松

尾

康

美

宮
田
一
内
用
勝
俊

永
島
雪
夫

一
瀬
定
雄

富

安
忠
雄
川
添
作
太
郎

川

原

末

男

井

上
清

玉

長

義

三

浦

秋

男

岩

崎

賢
太
郎

'
河
上
正
丸
田
韻

美

念
品
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
功
労
章

市
中
行
進
の
あ
と
、
金
丸
橋

下
流
で
放
水
訓
練
を
行
在
い
ま

し
た
。

一
月
八
日
、
消
防
出
初
式
は
表
彰
さ
れ
た
人
々

は
つ
ぎ
の
と

お
h
y
で
す
。

西
大
村
中
学
校
校
庭
で
盛
大
に

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

円

県

知

事

表

彰

U

式
K
は
紺
の
ハ
ッ
ピ
に
身
を

三
十
年
勤
続
者

か
た
め
た
団
員
七
百
五
十
名
、

消
防
車
十
一
台
、
小
型
動
力
ポ
田
中
降

橋
村
喜

一

常
内

γ
プ
三
台
、
来
賓
と
被
表
彰

者

毅

一
郎

多
数
が
参
加
し
ま
し
た
。

円
県
消
防
協
会
長
表
髭
〕

式
は
国
旗
掲
揚
に
始
ま
り
、

久
田
消
防
団
長
の
人
員
報
告
、
特
別
有
功
章

大
村
市
長
の
服
装
機
械
器
具
の

田
中
降

点
検
ず
行
な
わ
れ
た
あ
と
、
永

:
有
功
章

年
勤
続
や
優
良
消
防
団
員
、
匡
-

い
間
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
し

退
団
さ
れ
た
方
や

一
般
協
力
者

な
ど
に
県
知
事
、
県
消
防
協
会

長
大
村
市
長
よ
り
感
謝
状
と
記

団
員
の
勇
姿
と
装
備
を
展
開

昭和初年1月初日

高
野
良

一
前
川
邦
一

郎

池
田
憲
次
郎
永
田
清

来
年
勤
続
者
な
ど
表
彰

三
十
年
勤
続

三
十
年
精
続
章

橋
村
喜

宮
内
毅
一

郎

橋
村
喜

一
般
協
力
者

二
十
五
年
勤
続

二
十
年
精
続
章

神
原
弥
一
田
中
要
五
郎

安
井
彦
作

貞
松

恒

男

遭

添

馬

次

郎

橋

口

孫

一

森

秀

男

中

村

甚

作

石

本

曽

一

田

添
正

田

川

正

夫

上
野
末
善

A
V
本
町
一
丁
目
町
内
会

川
派
四
郎

山

口
良
三

司l
A

V
大
村
被
粉
協
同
組
合

田
治
義
田
中
賢

一

相

川j
A

V
松
原
農
業
協
同
組
合

昭和日年 4月22日第三種郵便物認可

為
永
久
雄

山
口
房
雄

針

山

秀

雄

一

瀬

幸

次

辻

本

治

男

山

田

佐

嘉

衛

高

見

正

己

宮

崎

武

福

田

静

夫

南
虎
雄

宮

本

巌

道

添

栄

次

毘

崎

純

義

就
辰
雄

黒

田

輝

雄

相
田
武
義

平

田
和
美

、長
田
久
平
東
島

保

富
水
除
塚
根
保
仏
十
五
年
勤
続

岡
武
夫

堀
口
進

山

口

英

敏

村

田

広

次

相
川
正
己

出
口
容
雄
野
岳
保
俊

浜

開
求

中
尾

二一

藤
川
広

海

辻
肇

山
本
一

郎

写真=雄壮な出初式の

放水訓練 ↓ 

森
川

一
弥

池
固
定
次
郎

川

上

正

後

朕
政

信

長

尚

徳

夫

福

田

佐

一

渡

辺

勝

野
同
正
善

退
団
者
感
謝
状

り

富
浦
松

行

田

島
初
吉

蔭

山
重
夫

今

村

秋

夫

佐

藤

( o ) 大 村 111政 だよ

|冬も伝染病が!

!多い | 

!予防に心がけましょう

伝染病とくに赤痢じ:夏の

ものと思いがちですが 実

際の発生状況からみますと

夏よりも 冬が多く発生して

います。このことは冬に在

ると伝染病にたいする注意

が治ろそかになるからだ。

と考え られます。

また赤痢菌は寒 くなって

も死滅すること左く、 かえ

って生存期間が畏く友りま

す。

1月は他家で飲食 したり

特別な食事を とる機会が多

くて食生活がみだれたせい

か、 1日16日までに 3名の

赤痢と11名の保菌者の発生

があ bました。

つぎのことがらに十分注

意 して伝染病の予防につと

めようではあ bませんか。

①手洗いを勧行していつも|

きれいにしてお く。

②前日の残物はたべない。 I
③生水生物はさける。

④ハエやね歩みえEど伝染病

菌をま きちらす衛生害虫

を殺す。

⑤食べすぎないよう注意す

る。 i
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生
ヲ
ク
の
投
与
希
望
を
受
付

国
産
ワ
ク
チ
ン
を
無
償
で
投
与

l

今
ま
で
小
児
マ
ヒ
の
生
ワ
ク

チ
シ
は
希
望
者
に
対
し
て
外
国

製
ワ
ク
チ
シ
を
投
与
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
国
産
ワ
ク
チ
ン

が
投
与
さ
れ
る
こ
と
に
な

b
ま

し
た
。こ

れ
に
従
い
法
が
改
正
さ
れ

注
射
〈
ソ

l
ク
・
ワ
ク
チ
シ
)

忙
か
わ
っ
て
、
生
ワ
ク
チ
ン
が

小
児
マ
ヒ
の
正
式
な
予
防
法
と

な
り
、
市
が
主
体
と
在
っ
て
実

施
す
る
こ
と
に
・
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
大
村
市
は
無
料
で
投

与
し
ま
す
の
で
該
当
者
は
つ
ぎ

の
要
領
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ム
申
込
場
所

市
保
険
衛
生
課

各
出
張
所

ム
申
込
期
日

一
月
二
十
三
日

t
二
月
八
日

ム
該
当
児
と
投
与
要
領

ω
昭
和
三
十
六
年
十
二
月

一
日
か
ら
三
十
八
年
十
一

月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
。

今
年
、
一
一
月
に
一
回
だ
け

投
与
。

ω
昭
和
一
一
一
十
八
年
三
月
一

日
か
ら
三
十
八
年
十
一
月

三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者。二
月
に
一
回
目
、
四
月
に

二
回
目
を
投
与

一
つ
ぎ
の
更
生
指
導
所
(
寮
)

一
で
は
入
所
(
寮
)
生
を
募
集

一
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
一

-
月
末
日
ま
で
に
市
の
福
祉
事

一
務
所
へ
沿
い
で
く
だ
さ
い
。

一
長
崎
県
身
体
障
害
者

一

更

生

指

導

所

一
時
計
、
洋
裁
、
ラ
ジ
オ
、

一
謄
写
筆
耕
各
科
、
期
聞
は

一
一
カ
年
。

身
体
障
害
者
の
方
へ

福
岡
県
身
体
障
害
者

職
業
訓
練
所

洋
服
、
洋
裁
、
謄
写
印
刷

義
肢
装
具
、
印
章
彫
刻
、

理
容
科

東
京
都
身
体
障
害
者

職
業
訓
練
所

前
各
科
の
外
編
物
、
和
裁

木
工
、
製
靴
、
塗
装
、
機

械
各
科

国
立
ろ
う
あ
者
更
生
指
導
所

国

立

神

戸

光

明

寮

一

〈
親
園
児
障
害
)
一

あ
ん
ま
科
(
ご
年
〉
あ
ん
一

ま
、
は
り
、
き
ゅ
う
科
一

(

五

年

〉

一

長

崎

県

立

啓

明

寮

一

盲
児
(
就
学
適
令
児
)
或
一

は
弱
視
者
(
普
通
の
小
中
一

学
校
で
修
学
に
甚
だ
し
く
一

不

便

を

感

余

る

者

)

一

ムム
申料

ね受注こたを害IJ ".....度保込無金
く付告とは証、五の護時 jc
だけ、。領明非百市者に
さ で 令 収す課 円民の必
い係書 書る税)税昭要
。員が を徴の以が和な

にえ主 持税各上均三も
沿い 参令々、等十の
た人 す書区均割七
ヂは るま分等 年

A を要
の祐満ム 募募領市
幼が五入松福竹中西大三集集で教
児あ才園原 重松央大村浦定し、 育
もるの児 村幼員士市委
入と幼の H 庁 11 11 庁 H 稚 す立員
園き児資 園。幼会
でに 。格 11 11 11 11 11 11 11 稚 で
き限定 四八 百 八 八 八 四 国は
ま b 員 十十二十十十十 の っ
す 四に 名名十名名名名 園 ぎ
。才余 名 児の

6. 6. へ 度職
職 ー 募お希訓県業 ムム
種月集た望練下訓 児園日過 友み日

三期十者生の櫨 保入をで午し 1訟を iま
十間ねはを職事木 育 園 決 抽 前 た申受で
臼 く公募業生五料手定選十と込け各
J だ共集訓 を十 11 数しを時き者付幼
二 さ職し練 募円ー料ま行よはがけ稚
月 い業て所集のカ 11 ずな b 二定ま 園
二 。安いは 予月五。い各月数すで
十 定ま本 定六百入幼十を。申
日 所す年 。百円 圏一稚七超 込

さ爆 ママ マ 断 原
い者 1工 場診ま時二実を原爆
。手 お 所断で間月施行 爆 弛
帳、 料 十日在被;障
を受大国 午五時い爆峨
各診村立無-前日 ま者者
自 す市 大料 九まごすのの
ごる立村 時で月。ー健
持場 病病 よ一般吾
参合 院院 b 日 健諺
くは 正よ康 EZ
だ被 午 b 診悶l

手
芸
の
成
人
講
座
を
聞
き
④
春
の
レ

l
ス
編

ν
ョ
1
ル
マ
申
込
資
格
市
内
在
住
の
…

…

ま

す

。

お

さ

そ

い

あ

わ

せ

て

⑤

帽

子

各

種

一

般

女

子

職

業

年

令

は

…

…

受

講

し

て

く

だ

さ

い

。

⑥

ピ

1
ズ

の

袋

物
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い

ま

せ

ん

…
マ
内
容

t

マ

教

室

市

中

央

公

民

舘

マ

申

込

締

切

…

①

ア

ブ

ガ

ン

一

編

の

マ

フ

ラ

ー

講

座

室

一

月

二

十

八

日

治

よ

び

シ

ョ

ー

ル

マ

開

講

日

と

時

間

マ

申

込

先

市

内

大

村

駅

前

…

…
②
ス
イ
ン
グ
し
し
ゅ
う
の
マ
一
月
三
十
日
か
ら
三
月

二

市

中
山
へ公
民
館

フ
ラ

1
告
よ
び
シ
ョ
ー
ル
十
六
日
ま
で
の
毎
週
木
曜

マ
受
講
料

い

り

ま

せ
ん

…
⑧
モ
チ

1
ブ
つ
左
ぎ

の

茶

羽

日

時

間

は

十

三

時

か
ら

な

お
、
修
了
生
に
は
修
了
…

織

一

、

十

六

時

ま

で

証

書

を

援

与

し

ま

す

。

手
編
で
帽
子
や
マ
フ
ラ
ー
を
作
っ
て
見
ま
せ
ん
か
?

幼
稚
園
児
を
募
集

A
申
込
期
間

一
一
月
一
日
か
ら
三
月
十
五

機
械
、
溶
接
、
大
工
、
-電
工

板
金
、
自
動
車
整
備
、
一
洋
服

洋
裁
、
事
務
員
等
各
種

ム
期
間
一
カ
年

ム
授
業
料
無
料


